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教職課程の履修カルテについて 

履修カルテは、入学段階から教員免許状を取得するまでの学習内容、理解度等を把握するため

のものです。 

以下の注意事項をよく確認のうえ、次ページ以降の活用スケジュール例、入力・印刷方法に基づ

き、各自、学期末(成績公開後)のタイミングで、随時、教職課程の履修状況の振り返り等を入力して

ください。 

注 意 事 項 
 

≪教職課程を有する全学科の学生対象≫ 

* 履修カルテは、所属する学科が有する教職課程（免許種・教科）のみ作成されます。他学科

の教職課程（免許種・教科）の履修を希望する場合は、自身で十分に確認の上、履修管理を

行ってください。 

* 教職課程の履修の取消等、申請内容の変更（休学・復学等を含む。）を希望する場合は、速

やかに教務課教職担当（南大沢キャンパス１号館教務課②窓口）に申し出てください。 

* 指定された期間後は、履修カルテに入力した内容（2 ページ①「志望理由」）の修正ができなく

なるため、入力ミスがないよう注意してください。 

* 教職履修確認面接後は、履修カルテに入力した内容（2～3 ページ②「教職関連科目修得状

況」、③「必要な資質能力についての自己評価」、④「教職に関する学外実習（教師塾等）・ボ

ランティア経験等」、⑤「自己評価と課題」）の修正ができなくなるため、入力ミスがないよう注

意してください。 

≪人文社会学部・都市環境学部の学生対象≫ 

* 履修カルテ「教職関連科目修得状況」の「教科に関する専門的事項」は、システムの仕様上、

同一名称科目の“識別番号（授業科目名末尾の＜数字３桁＞）”を区別することができませ

ん。そのため、実際は教員免許取得のために使用することができない単位が「教職関連科目

修得状況」へ表示される場合や、逆に修得した単位が正しく表示されない場合があります。履

修の手引別冊『教職課程の履修概要』において自身の所属学科・取得希望免許種の【教科

及び教科の指導法に関する科目】科目一覧を、注意事項含めて熟読し、自身で十分に修得

単位を確認することで、「教科に関する専門的事項」の最低修得単位数に満たないことがない

よう注意してください。 
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 履修カルテ活用スケジュール例 

 時 期 等 内  容 

１
年
目 

８月ごろまで（指定された期間） ①「志望理由」の入力 

随時（成績公開後等） 
②「教職関連科目修得状況」、③「必要な資質能力についての自己評価」、

④「教職に関する学外実習（教師塾等）・ボランティア経験等」の入力 

３月末まで ⑤「自己評価と課題」（１年間の振り返り）の入力、⑥履修カルテの印刷 

２
年
目
以
降 

４月（教職履修確認面接） 印刷した履修カルテ（紙）を、教職履修確認面接の教員に提出 

随時（成績公開後等） 
②「教職関連科目修得状況」、③「必要な資質能力についての自己評価」、

④「教職に関する学外実習（教師塾等）・ボランティア経験等」の入力 

３月末まで ⑤「自己評価と課題」（１年間の振り返り）の入力、⑥履修カルテの印刷 

最
終
年
次 

随時（成績公開後等） 
②「教職関連科目修得状況」、③「必要な資質能力についての自己評価」、

④「教職に関する学外実習（教師塾等）・ボランティア経験等」の入力 

９月頃まで 
⑤「自己評価と課題」（入力時点までの振り返り）の入力、 

⑥履修カルテの印刷 

９月～１０月 
印刷した履修カルテ（紙）を、指示に応じて教職実践演習（中・高）の担当教

員に提出 

 

 入力・印刷方法 

CAMPUSSQUARE にログインし、『履修』－『教職履修カルテ』－①③④⑤『自己評価シート入力』又は ②

『教職関連科目修得状況確認』をクリックする。 

 

① 志望理由 

 指定された期間内に、「志望理由」を入力し、『登録』をクリックする。指定された期間内は、修正が可能。 

 

② 教職関連科目修得状況確認 

 複数免許種・教科の取得を希望している場合は、履修カルテ選択の画面が表示されるので、いずれかを

選択して『表示』をクリックする。全ての履修カルテを入力すること。ただし、共通開設している科目は、いず

れかに入力すれば、全てに反映される。 

 

 

 各期末の成績公開後、免許法施行規則に定める科目区分毎に修得済の授業科目の評価が表示される

ので、「自己評価」、「学んだこと」を入力し、画面左下の『登録』をクリックする。 

修得済の科目は各期末成績公開後に表示される
予定です。システム上、一部の授業科目単位数
が実際の修得状況どおりに表示できない場合が
ありますが、その非表示に起因して単位修得で
きない等の不利益が生じることはありません。 

2026年度から教職課程の履修を始め
た方は、2026年７月 31日までにこ
の欄の入力をおこなってください。 
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③ 必要な資質能力についての自己評価 

 各期末の成績公開後に、各自、次の各項目・指標に対し、当該期末時点での自己評価を以下の評価基

準で選択し、画面左下の『登録』をクリックする。年度末までは修正が可能。 

 

④ 教職に関する学外実習（教師塾等）・ボランティア経験等 

 随時、「年度」、「期間」、「学校・自治体等の機関」、「内容及び学んだこと」を入力し、画面左下の『登録』

をクリックする。複数回行った場合は、『追加』をクリックし、行を追加すること。当該年度は修正が可能。 

 

⑤ 自己評価と課題 

 年度末に、当該年度の「自己評価と課題」（１年間の振り返り）を入力し、画面左下の『登録』をクリックする。 

 

⑥ 履修カルテ印刷 

 3 月末までに②～⑤を入力、『登録』し、画面左下の『登録』右横の『印刷用画面を表示』をクリックする。表

示された履修カルテ右上の『印刷』をクリックし、印刷する。 

2～3 年次は 4 月の教職履修確認面接に持参し、面接官へ提出する。 

最終年次は、適宜入力し、9～10 月の教職実践演習（中・高）などにおける指示に応じて提出する。 
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